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今

　

年

　

　

の

　

　

目

　

標

会
　
長

鮫
　
島
　
重
　
俊

地
下
壕
の
会
も
そ
れ
な
り
に
大

き
く
な
り
、
そ
れ
な
り
に
有
意
義

な
活
動
を
し
て
い
る
。

だ
が
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
。
惰
性
的
に
動
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

一
年
の
始
め
に
当
っ
て
は
、
会

の
重
点
目
標
と
い
う
も
の
が
あ
る

筈
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
共
通
の

目
標
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

再
検
討
し
て
み
る
必
要
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

保
存
と
い
う
共
通
の
目
標
は
現

在
ま
で
ど
れ
だ
け
達
成
で
き
た
の

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
は
、
常
に

発
し
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ
う
で
な
く
て
は
会
を
維

持
し
続
け
る
理
由
が
な
い
か
ら
だ
。

今
年
は
、
と
さ
て
考
え
て
み
る
。

こ
と
し
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
地
下
壕
保
存
の
た
め

に
は
何
が
出
来
る
の
か
。

私
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
、
塾

当
局
と
の
正
式
な
接
触
の
場
を
作

る
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
夏
か
ら
、
二
回
に
わ
た
っ

て
、
塾
理
事
会
と
非
公
式
な
話
し

合
い
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
か
な

り
良
好
な
感
触
は
得
た
。
然
し
、

「
行
政
当
局
」
と
し
て
の
む
こ
う

の
壁
も
か
な
り
大
き
い
ら
し
い
と

い
う
認
識
も
得
た
。

今
年
は
、
非
公
式
を
公
式
の
水

準
ま
で
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
、
私
の
目
標
だ
。

そ
れ
か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
る
。

時
間
は
か
か
っ
て
も
そ
こ
か
ら
築

い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
務
局
長
の
こ
れ
ま
で
の
努
力

が
、
現
実
の
果
実
と
な
る
か
ど
う

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
折
衝
次
第
で

あ
る
。
し
か
も
世
論
を
背
景
に
し

た
折
衝
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
今
年
は
ど

う
す
べ
き
だ
と
お
考
え
に
な
り
ま

す
か
。

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
を

成

功

さ

せ

ま

し

ょ

う

代
表
　
　
渡
辺
賢
二

今
か
ら
五
〇
年
前
の
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
太
平
洋
戦
争

が
敗
色
濃
く
な
る
中
で
こ
の
年
は

始
ま
り
ま
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
諸
島

を
占
領
し
た
米
軍
は
、
そ
こ
か
ら

本
土
空
襲
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
童
疎
開
が
開
始
さ
れ
た
の

も
こ
の
年
で
す
。
主
力
艦
船
を
失

っ
た
海
軍
連
合
艦
隊
は
、
日
吉
台

地
下
壕
を
掘
り
移
転
し
て
き
ま
し

た
。
陸
軍
で
は
決
戦
兵
器
と
し
て

風
船
爆
弾
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
五
〇
年
。
日
吉
台
地

下
壕
の
上
で
は
慶
応
大
学
の
学
生

が
、
登
戸
研
究
所
跡
地
で
は
明
治

大
学
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ん
び

り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
勉
学
し

て
い
ま
す
。
平
和
な
社
会
の
す
ば

ら
し
さ
を
、
五
〇
年
前
と
比
較
し

て
み
る
時
、
実
感
で
き
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
の
す
ば
ら
し

さ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
戦
争
の

実
相
を
し
っ
か
り
み
つ
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
二
月
九
日
か

ら
一
三
日
ま
で
、
戦
時
中
、
国
民

精
神
文
化
研
究
所
の
お
か
れ
て
い

た
大
倉
山
記
念
館
で
、
「
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
」
を
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
梅
の
開
花
と
重
な
る
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こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
二
回
目
と

な
る
今
年
の
と
り
く
み
内
容
の
特

徴
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
の
特
徴
と
し
て
は
、
今
ま

で
の
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
連
合
艦
隊
司
令
部
な
ど
海
軍
の

中
枢
機
構
が
移
転
し
た
日
吉
台
の

姿
と
生
田
地
域
に
お
か
れ
た
陸
軍

登
戸
研
究
所
の
存
在
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
展
示
す
る
と
り
く
み
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
写

真
家
の
小
池
汪
さ
ん
に
全
面
的
な

協
力
を
う
け
、
芸
術
性
高
い
展
示

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
に
は
、
中
高
校
生
が
独
自

の
実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
調
査
研
究
の
交
流
と
討

論
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

第
三
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

講
演
会
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る

と
り
く
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。
二
一
日
に
は
登
戸
研
究
所
に

勤
め
た
体
験
の
あ
る
和
田
さ
ん
、

中
国
で
強
制
連
行
し
た
体
験
の
あ

る
中
島
さ
ん
、
連
合
艦
隊
司
令
部

で
働
い
た
体
験
の
あ
る
足
立
さ
ん

か
ら
話
を
聞
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
一
三
日
に
は
松
代
大
本
営
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
る
大
日

方
さ
ん
の
講
演
を
軸
に
寺
田
、
渡

辺
が
日
吉
台
地
下
壕
と
登
戸
研
究

所
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま

す
。こ
の
戦
争
展
は
、
横
浜
市
と
横

浜
市
教
書
委
員
会
か
ら
後
援
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戦
争
展
の
成
功
に
む
け
て
、
是

非
皆
様
方
の
絶
大
な
る
御
協
力
と

御
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

港

北

区

民

会

議

か

ら

の

報

告

橋
本
　
ミ
チ
子

第
1
0
期
港
北
区
民
会
議
に
日
吉

台
地
下
壕
保
存
の
会
か
ら
4
名
の

幹
事
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
寺
田

さ
ん
は
推
薦
さ
れ
て
運
営
委
員
に

な
り
ま
し
た
。

区
民
会
議
で
は
区
民
の
意
見
を

行
政
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
意
見
を
交
換
し
、

分
科
会
を
設
け
て
問
題
点
を
掘
り

下
げ
、
行
政
に
提
言
し
て
い
く
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
「
ゴ
ミ
と
環
境
」

「
高
齢
化
と
福
祉
」
に
関
す
る
要

求
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
文
化
に
関
す
る
視
点
で
、

街
づ
く
り
を
考
え
る
意
見
の
交
換

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

地
下
壕
保
存
の
会
で
は
歴
史
と

文
化
の
視
点
か
ら
、
保
存
運
動
に

対
し
多
く
の
区
民
の
理
解
と
賛
同

を
得
、
行
政
に
提
言
し
て
い
く
た

め
、
市
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
る

「
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
街
づ

く
り
」
を
分
科
会
の
テ
ー
マ
と
し

て
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

子
ど
も
の
問
題
も
含
め
て
「
や
す

ら
ぎ
地
域
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で

分
科
会
が
設
け
ら
れ
、
世
話
人
と

し
て
寺
田
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
8
月
ま
で
に
月
1
回
の

会
合
を
開
き
、
提
言
を
ま
と
め
て

い
く
予
定
で
す
。

プレイベントの

旧陸軍登戸研究所

見学会で説明する
渡辺先生
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1993年7月5日　　　　　　地球にやさしい人にやさしい 第223号（9）

ついて考えよう～

もって戦争を実行しようとした軍部は

とんでもないと思った。」など、当時

の戦争のあり方に疑問を投げかけたも

のもありました。

また、地下壕の保存についてどう考

えるかという質問では、ほぼ全員が地

下壕は残すべきだと答えました。その

主な理由は、「地下壕を残して戦争の

愚かさを後世の人に伝えるべきである

から、そのために地下壕は必要だか

ら。」、「戦争は子孫に絶対伝えてい

かねばならないことだと思うので、当

時の状況などをリアルに実感できる地

下壕はとっておくべきである。」とい

う地下壕を戦争を省みる場として必要

であるというものと、「これだけ大規

模な施設は他にないと思われるか

ら。」、「貴重な歴史的資料であるか

ら。」など、史的価値の高さから保存

を考えているものがありました。しか

し、両者とも言っていることは同じで

あると思われます。

また感想に、「泥がすごかっ

た。」、「泥対策をすべきだった。」

というように泥に対する感想も多かっ

たです。寺田先生のお話によると、こ

の泥は米軍が進駐してきたとき、入口

を寒ぐため爆破したので入り込んだも

のだそうです。やはり前述したように

長靴は必須であるということを私も含

めサンダル履きの参加者は痛感させら

れました。くどいようだが長靴は必須

のようです。

参加者の中には興味本位から参加し

た人もいたと思われますが、見学後の

感想やアンケートを見るに多少なりと

も平和について考えるきっかけとなっ

たのではないでしょうか。そういう点

でこの企画は成功だったといえます。

最後になりましたが今回ご協力を頂

きました皆様、どうもありがとうござ

いました。また参加者の皆さんご苦労

様でした。

慶応義塾生協News vol．223
をもとに編集しました。
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（8）1993年7月5日　　　　　　　地球にやさしい人にやさしい　　　　　　　　　第223号

～平和に

去る6月12日　（土）、生協学生委員

会主催の地下壕見学会が開催され、28

名の参加がありました。

ところで皆さんは日吉に地下壕があ

ることをご存じでしょうかo　（略）

さて、今回の地下壕見学会では、ま

ず塾高の寺田先生による地下壕や当時

の日吉の状況、地下壕が作られた背景

などの丁寧な説明を聞いた後、実際に

地下壕へ入りました。内部は指令部が

あっただけの事はあって、コンクリー

トで固めてあり、また予想外に涼しく

快適でした。奥へ進むと当時使われて

いたトイレや司令を送っていた部屋、

水道の跡、さらには鍾乳石まであって

50年という時の流れを感じさせまし

た。その場その場で寺田先生の説明を

受けながら地下壕を見学

してまわりました。ただ

奥の方では、泥が非常に

多く足をとられて歩くの

が困難なところもありま

した。やはり長靴と懐中

電灯は必須です。約1時

間で見学は終了し、アン

ケートを参加者の皆さん

に書いてもらい、一人一

言ずつ感想を延べあって

解散となりました。

参加者の感想では、「戦争の指令部

として使われていた様子が目に浮かん

だ。」、「コンクリート壁は予想より

ずっと保存状態が良かった。」、「便

器や発電気のボルトなどが生々しかっ

た。」、「想像していたよりも広かっ

だ。」、「いつも何気なく来てるとこ

ろに、こんな物があったとは驚い

た。」、「次元のちがう空間にいるよ

うだった。」、「タイムスリップした

ような感じがした。昔あんなところで

軍議が行われていたなんて意外だっ

た。」など、地下壕そのものに対する

感想から、「ああいうところにまでこ
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連
載日

吉

台

地

下

壕

当

時

の

関

係

者

の

思

い

出

話

3

日

吉

移

転

前

後

3

日
吉
に
最
初
に
移
転
し
て
き
た

軍
令
部
第
三
部
（
情
報
部
）
の
動

き
を
実
松
氏
に
伺
い
ま
す
。

実
松
　
譲
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

駐
米
大
使
館
海
軍
武
宮
補
佐
官

（
中
尉
、
後
に
大
佐
）
で
あ
っ
た

私
は
、
昭
和
一
七
年
八
月
大
使
館

員
の
交
換
船
で
帰
国
し
て
、
第
三

部
第
五
課
に
配
属
さ
れ
た
。
第
三

部
の
陣
容
は
全
く
貧
弱
で
、
僅
か

一
九
名
で
あ
っ
た
。
米
国
を
担
当

す
る
第
五
課
は
、
た
っ
た
四
名
で

あ
っ
た
。

戦
局
の
進
展
と
と
も
に
、
第
五

課
の
対
米
情
報
作
業
対
象
地
域
が

広
が
り
、
増
員
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
き
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
人

事
当
局
は
、
中
堅
士
官
の
不
足
を

理
由
に
第
一
部
（
作
戦
部
）
な
ど

に
は
増
員
し
て
も
、
情
報
部
は
増

員
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
大
学
出
の
予
備
士

官
な
ら
い
る
と
言
う
こ
と
で
、
一

八
年
五
月
ご
ろ
、
第
五
課
に
三
名

の
主
計
大
尉
が
配
属
さ
れ
た
。
そ

の
後
も
三
名
、
九
名
と
増
員
さ
れ
、

一
九
年
初
め
に
は
一
応
対
米
情
報

作
業
に
必
要
な
基
礎
要
員
が
確
保

さ
れ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
平
時
定
員
を

辛
う
じ
て
収
容
で
き
る
東
京
霞
ケ

関
の
海
軍
省
の
庁
舎
で
は
、
増
員

さ
れ
た
人
達
を
収
容
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
ど
こ
か
に
移
転

し
な
け
れ
ば
と
い
う
話
が
出
て
き

た
。ま
た
、
サ
イ
パ
ン
島
か
ら
日
本

ま
で
の
飛
行
能
力
の
あ
る
B
2
9
が
、

日
本
を
空
聾
す
る
こ
と
が
現
実
に

な
っ
た
時
、
霞
ケ
関
に
呑
気
に
い

て
い
い
の
か
が
問
題
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
移
転
の
候
補
地
と
し

て
挙
が
っ
て
来
た
の
が
、
日
吉
の

慶
応
の
校
合
で
あ
っ
た
。

霞
ケ
関
か
ら
日
吉
ま
で
は
自
動

車
で
一
時
間
ほ
ど
か
か
る
。
「
日

吉
じ
ゃ
遠
い
な
。

情
報
部
に
そ
ば

に
い
て
も
ら
わ

ね
ば
困
る
よ
」

と
作
戦
部
の
連

中
が
言
う
の
を

期
待
し
た
私
は

見
事
に
裏
切
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

「
作
戦
部
に
と
っ
て
、
情
報
部
は

あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
存
在
な

の
か
」
と
言
う
感
を
深
く
し
た
の

は
、
私
の
僻
み
と
い
う
も
の
だ
っ

た
ろ
う
か
。
「
作
戦
を
腰
だ
め

（
大
体
の
見
当
で
物
事
を
す
る
こ

と
）
で
や
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
言
う
思
い
が
あ
る
。

陸
軍
は
も
っ
と
ひ
ど
く
、
情
報

を
操
作
し
た
り
、
捏
造
し
た
り
し

て
い
た
。
あ
る
時
、
陸
軍
の
情
報

が
あ
ま
り
に
お
か
し
い
の
で
、
そ

の
出
ど
こ
ろ
を
た
だ
し
、
問
い
詰

め
た
と
こ
ろ
、
「
東
条
か
ら
『
米

国
の
情
報
を
作
れ
』
と
命
令
さ
れ

て
や
む
な
く
捏
造
し
た
」
と
白
状

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

第
二
次
太
戦
も
、
ド
イ
ツ
の
電

撃
的
勝
利
に
目
が
く
ら
み
、
ド
イ

ツ
が
勝
つ
こ
と
を
信
じ
て
「
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
の
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」

と
ば
か
り
に
腰
だ
め
で
始
め
た
と

い
う
印
象
が
あ
る
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

一
号
よ
り
抜
粋
転
載
）

日吉移転当初の高等学校

昭和24年頃

慶応義塾百年史下巻より
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第
八
回
幹
事
会
報
告

一
一
月
一
七
日
一
七
時
半
～

慶
応
高
校
地
学
教
室

報
告
事
項

一
、
一
〇
月
二
三
～
二
四
日
慶
応

高
校
日
吉
祭
で
地
下
壕
展
開
催

二
、
同
二
五
日
港
北
区
民
会
議
委

員
の
地
下
壕
見
学
会
一
〇
名
参

加
三
、
同
二
六
日
下
田
小
学
校
の
史

跡
巡
り
で
蟹
ヶ
谷
通
信
隊
を
見

学
一
〇
名
参
加

四
、
同
二
七
日
慶
応
大
学
日
吉
担

当
の
小
谷
津
理
事
と
鮫
島
会
長
、

寺
田
事
務
局
長
が
会
談
。

「
慶
応
と
し
て
は
、
も
っ
と
大

き
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
地

下
壕
の
こ
と
ま
で
は
と
て
も
検

討
す
る
時
間
が
な
い
。
趣
旨
は

よ
く
わ
か
る
。
理
事
が
地
下
壕

を
見
学
す
る
の
も
容
易
で
は
な

い
。
慶
応
生
協
ニ
ュ
ー
ス
の
地

下
壕
の
記
事
は
興
味
深
く
、
読

後
保
存
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

五
、
二
月
四
日
市
役
所
国
際
室

課
長
・
係
長
に
面
会
。
「
戦
争

展
」
に
対
す
る
横
浜
市
の
後
援

を
依
頼
し
た
。

六
、
同
九
日
横
浜
市
教
育
委
員
会

に
「
戦
争
展
」
に
対
す
る
後
援

申
込
書
を
提
出
し
た
。

七
、
同
一
六
日
港
北
区
民
会
議
A

分
科
会
で
「
地
域
の
歴
史
、
文

化
を
知
り
、
地
域
に
愛
着
が
持

て
る
街
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
」

と
の
共
通
理
解
が
得
ら
れ
た
。

八
、
同
二
二
日
慶
応
普
通
部
歴
史

研
究
会
の
地
下
壕
見
学
会
予
定

九
、
同
二
四
日
野
麦
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
の
地
下
壕
見
学
会
予
定

一
〇
、
同
二
五
日
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
実
行
委
員
会
予
定

議
事
会
報
二
六
号
に
つ
い
て

＊
一
九
九
四
年
一
月
一
二
日
発
送

戦
争
展
に
つ
い
て

＊
会
員
以
外
の
賛
同
人
呼
び
か
け

の
発
送

＊
開
催
中
の
当
番
に
つ
い
て

＊
会
報
発
送
の
時
ビ
ラ
を
同
封
す

る
＊
二
月
上
旬
実
行
委
員
会
名
で
葉

書
を
発
送
す
る

第

九

回

幹

事

会

報

告

一
二
月
一
六
日
一
七
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
一
、
一
一
月
一
八
日
横
浜
市
教
育

委
員
会
よ
り
後
援
を
承
諾
す
る

と
の
通
知
が
あ
っ
た

二
、
同
二
二
日
慶
応
普
通
部
歴
史

研
究
会
の
地
下
壕
見
学
会
一
五

名
余
参
加

三
、
同
二
四
日
野
麦
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
の
地
下
壕
見
学
会
二
〇

余
名
参
加

四
、
同
二
五
日
戦
争
展
実
行
委
員

会
五
、
同
二
六
日
慶
応
生
協
学
生
委

員
会
の
地
下
壕
見
学
会
二
五
名

余
参
加

六
、
同
二
七
日
水
交
会
（
元
海
軍

軍
人
の
会
）
の
地
下
壕
見
学
会

二
〇
余
名
参
加

七
、
一
二
月
九
日
横
浜
市
よ
り
後

援
を
承
認
す
る
と
通
知
が
あ
っ

た
八
、
同
一
〇
日
川
崎
高
校
先
生
・

生
徒
の
地
下
壕
見
学
会
一
五
名

余
参
加

九
、
同
一
二
日
「
第
二
回
日
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
」
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
で
旧
陸
軍
登
戸
研
究
所
見

学
会
三
〇
名
参
加

一
〇
、
同
一
八
日
地
下
壕
の
パ
ネ

ル
用
写
真
撮
影
予
定

「
第
一
一
回
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
」

第
五
回
実
行
委
員
会

一
一
月
二
五
日
一
八
時
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

議
事
あ
ら
ま
し

＊
大
日
方
、
小
島
、
和
田
、
足
立

の
各
氏
に
講
演
を
依
頼
す
る

＊
横
浜
市
、
同
教
育
委
員
会
に
後
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お

知

ら

せ

★
日
吉
台
地
下
壕
見
学
会

日
時
：
一
月
二
三
日
（
日
）

午
後
一
時
集
合

集
合
場
所
：
東
急
東
横
線

日
吉
駅
改
札
口

参
加
費
：
五
〇
〇
円
（
資
料
代
）

ご
案
内
：
慶
応
高
　
寺
田
貞
治

先
生

持
物
：
長
靴
、
懐
中
電
燈

（
水
浸
し
の
箇
所
あ
り
、

暗
闇
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

藤
山
記
念
館
に
て
レ
ク
チ
ャ
ー

地
下
壕
見
学

藤
山
記
念
館
に
て
ま
と
め
の
会

注
意
：
地
下
壕
見
学
に
際
し
て
は

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
せ
先
：
亀
岡
　
敦
子

〇
四
五
～
五
六
一
～
二
七
五
八

★
第
二
回
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

日
程
：
二
月
九
日
（
水
）
～

一
三
日
（
日
）

場
所
：
大
倉
山
記
念
館

東
急
東
横
線
大
倉
山
下
車

徒
歩
七
分

展
示
：
期
間
中
、
於
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
演
：
一
二
日
（
土
）

一
三
～
一
六
時

松
代
大
本
営
　
大
日
方
悦
夫
氏

登
戸
研
究
所
　
渡
辺
　
賢
二
氏

日
吉
台
地
下
壕
　
寺
田
貞
治
氏

戦
争
体
験
者
の
話
：
一
三
日
（
日
）

一
〇
～
一
二
時
半

小
島
　
隆
男
氏

（
中
国
大
陸
で
強
制
連
行
に
関

わ
っ
た
元
軍
人
）

足
立
　
長
太
郎
氏

（
海
軍
警
備
隊
で
横
須
賀
基
地

か
ら
日
吉
に
き
た
元
軍
人
）

和
田
　
一
夫
氏

へ
登
戸
研
究
所
に
勤
め
て
い
た

人
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
若
者
た
ち
の
調

査
研
究
報
告
と
討
論

一
三
日
一
三
～
一
六
時

斎
藤
一
晴
、
岡
上
そ
う
、

足
立
英
宣
、
鵜
殿
有
正
、

中
島
芳
樹
等

一
昨
年
の
川
崎
市
平
和
館
に
つ
づ

き
、
会
場
を
横
浜
市
に
移
し
て
の

戦
争
展
で
す
。
お
誘
い
合
せ
の
上
、

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

援
を
依
頼
す
る

「
第
一
一
回
平
和
の

た

め

の

戦

争

展

」

第
六
回
実
行
委
員
会

一
二
月
一
六
日
一
八
時
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

議
事
あ
ら
ま
し

＊
日
程
　
二
月
九
日
（
水
）
～

一
三
日
（
日
）
　
（
八
日
は
搬
入
）

詳
し
く
は
、
お
知
ら
せ
欄
参
照

＊
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
の
配
布

＊
展
示
品
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ



日　時

2月　9日（水）

午前10時から

2月13日（日）

午後5時まで

場所
横浜市大倉山記念館

主催：平和のための戦争展

実行委員会

後援：横浜市

後援：横浜市教育委員会

実施団体：

★日吉台地下壕保存の会

★川崎市中原平和教育学級

記録編集委員会

★川崎市中原平和人権尊重

学級企画委員会

連絡先：

★寺田貞治（℡045－562－1282）

★渡辺賢二（℡0462－34－4203）

実施内容
●2月9日（水）～2月13日（日）

＜展示＞日吉台地下壕と登戸

研究所を中心に戦争の実態

をパネルなどで展示

★1階・ギャラリー

●2月12日（土）

＜ビデオ上映＞

日吉台地下壕、登戸研究所

松代大本営、戦ふ少国民など

★午前10時～12時半

★3階・第2集会室

＜講演＞

日吉台地下壕：寺田貞治氏

登戸研究所：渡辺賢二氏

松代大本営：大日方悦夫氏

★午後1時～4時

★2階・ホール

●2月13日（日）

＜戦争体験者の話＞

中国大陸で強制連行に携わった元軍人の話

海軍警備隊で横須賀基地から日吉にきた元軍人の話

登戸研究所にかかわった人の話

★午前10時～12時半
★1階・第10集会室
＜シンポジウム＞

若者達の調査研究報告と討論

★午後1時～4時
★1階・第10集会室


